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吉の浦火力発電所内に立地する吉の浦マルチガスタービン火力発電所において、実商用系統を用いた水素混焼実証試験開始し、
定格出力（35MW）で30vol%の水素混焼を達成した。また、沖縄地域水素利活用モデル構築の検討を実施した。

 再エネ導入拡大に伴い重要となる調整力火力電源の脱炭素化を目指し、吉の浦マルチガスタービン
発電所において、水素混焼実証試験を2024年3月より開始した。

 沖縄県内の副生水素は、現状大気放散されており未利用なため、実証用水素供給源となることが
期待され、更なる調査を実施する。

 沖縄県内において再エネ電力を熱源としてターコイズ水素製造の可能性があるため、更なる調査を
実施する。

１. 研究開発の目的・内容

③再エネ電力有効活用による
ターコイズ水素製造モデル構築（FS）

②発電所向け沖縄県内未利用副生
水素の供給モデル構築と供給実証

①調整力電源における水素混焼発電
運用技術の確立

検証・検討項目

２. 研究開発の成果

検証・検討項目①：調整力電源における水素混焼発電運用技術の確立
水素混焼実証試験開始
 吉の浦マルチガスタービン発電所において、水素混焼実証試験を2024年3月より開始した。
 定格出力（35MW）で30vol％の水素混焼を達成した。
 水素系統にが異常なく水素混合比率を制御できること、および安全に水素遮断するとともに
ガスタービンを問題なく運転継続できることを確認した。

 国内事業用火力発電所における水素混焼としては、全国に先駆けた取り組みとなる。
 今後も実商用系統下での試験を引き続き行い、運用データを蓄積し、
調整力電源としての水素混焼発電運用技術の確立を目指す。

検証・検討項目②：発電所向け沖縄県内未利用副生の供給モデル構築と供給実証

３. 今後の見通し

水素社会構築技術開発事業/地域水素利活用技術開発/
実商用系統を用いた調整力電源の水素混焼運用技術開発と沖縄地域水素利活用モデル構築

水素混焼改造工事

1 多様な燃料が活用が可能
LNG（通常）、灯油、バイオエタノール

2
多様な用途に活用が可能
電力ピーク対応、沖縄本島全電源喪失からの復帰、
電源喪失時の発電所保安電源、BOG処理

3 県内唯一のLNG基地内に立地

FS調査により、GT本体改造なしで30vol%までの水素混焼が可能であることを確認
水素を混焼するための制御、燃料配管改造および水素受入供給設備の設置工事を
実施

体積比率
30vol%程度
の水素混焼化
改造

吉の浦マルチガスタービン発電所概要

検証・検討項目③：再エネ電力有効活用によるターコイズ水素製造モデル構築(FS)

7月19日13時00分~B会場で
口頭発表予定

ぜひ、ご来場ください。
 2024、2025年度も引き続き、実商用系統を用いた水素混焼実証試験を実施し、
調整力電源としての水素混焼発電運用技術の確立を目指す。

 沖縄県内の未利用副生水素や再エネを有効活用した水素について検討する。

再エネ電力有効活用によるターコイズ水素製造モデル構築沖縄県内の未利用副生水素の有効活用の検討

2024.3.15プレスリリース 2024.1.8セイカツをカエルTV2023.6.16プレスリリース

実商用系統を用いた水素混焼発電実証を開始! !


